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６
月
３０
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。

７
月
２
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
公

害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

７
月
３
日
（
金
）

保
険
診
療
対
策
部
会
２０
時
。

７
月
６
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

７
月
７
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法

指
導
管
理
料
に
つ
い
て
、
レ
セ

プ
ト
摘
要
欄
へ
の
記
載
事
項
に

「
直
近
３
月
の
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
１
日

平
均
使
用
時
間
」
が
増
え
ま
し

た
が
、い
つ
か
ら
適
用
で
す
か
。

（
Ａ
）２
０
２
６
年
６
月
診
療
分

よ
り
、
算
定
の
度
に
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
新
設

の
シ
ス
テ
ム
用
コ
ー
ド
を
選
択

す
る
の
は
１０
月
診
療
分
以
降
で

か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
Ｑ
）
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
充
実

管
理
体
制
加
算
は
、
３
カ
月
に

１
回
受
診
す
る
場
合
に
は
３
月

分
ま
と
め
て
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅

持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
用
治
療
器

加
算
お
よ
び
在
宅
持
続
陽
圧
呼

吸
療
法
材
料
加
算
は
３
月
分
算

定
で
き
ま
す
が
、
当
該
加
算
は

当
該
管
理
料
２
の
算
定
の
度
に

１
回
加
算
し
ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
口
腔
機
能
実
地
指
導
料
は

施
設
基
準
を
届
出
の
上
、
所
定

の
研
修
を
受
講
し
た
歯
科
衛
生

士
が
口
腔
機
能
低
下
症
お
よ
び

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
に
係
る

指
導
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
で

き
ま
す
が
、
例
え
ば
研
修
受
講

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○歯
宮
入
　
昌
明
氏（
横
須
賀
市
）

　

５
月
１３
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
７１
歳
。

○歯
佐
藤
　
竜
樹
氏

（
鎌
倉
市
）

　

６
月
５
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
５２
歳
。

済
の
歯
科
衛
生
士
が
１
名
い
れ

ば
、
当
該
研
修
を
受
講
し
て
い

な
い
歯
科
衛
生
士
が
指
導
を
行

っ
た
場
合
も
算
定
で
き
ま
す

か
。

（
Ａ
）
所
定
の
研
修
を
受
講
し
た

歯
科
衛
生
士
が
実
地
指
導
を
行

っ
た
場
合
に
限
り
、
口
腔
機
能

実
地
指
導
料
を
算
定
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
研
修
を
受
講

し
て
い
な
い
歯
科
衛
生
士
が
口

腔
機
能
低
下
症
お
よ
び
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
に
係
る
指
導
を

行
っ
た
場
合
は
算
定
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
２
０
２
７
年
５
月

ま
で
に
研
修
を
受
講
予
定
と
し

て
施
設
基
準
の
届
出
済
の
場
合

は
、
２７
年
５
月
ま
で
に
研
修
を

受
講
し
、
再
度
施
設
基
準
の
届

出
が
必
要
な
の
で
忘
れ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訃　

報

　

子
の
む
く
ろ

如
何
に
置
き
た
る
や

春
の
野
に

　

京
都
で
の
痛
ま
し
い
虐
待
死

事
件
は
連
日
報
じ
ら
れ
、
多
く

の
人
が
胸
を
痛
め
た
。
そ
の
後

も
事
件
は
後
を
絶
た
な
い
。
私

た
ち
は
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

の
か
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
少
な
い

子
ど
も
を
い
か
に
慈
し
み
育
て

る
か
を
、
ま
ず
数
字
か
ら
考
え

た
い
。
横
浜
市
で
は
１８
歳
未
満

の
子
ど
も
が
毎
年
約
８０
人
亡
く

な
っ
て
い
る
。
今
や
疾
病
に
よ

る
死
亡
は
大
幅
に
減
り
、
事
故

や
自
殺
が
減
っ
て
い
な
い
。
虐

待
に
よ
る
死
亡
は
横
浜
市
で
は

数
年
に
一
人
、
全
国
で
は
年
間

約
５０
人
で
こ
の
２０
年
間
ほ
ぼ
横

ば
い
だ
。

　

今
年
の
日
本
小
児
科
学
会
学

術
集
会
で
、
過
去
１０
年
間
で
東

京
の
小
中
学
生
の
自
殺
が
１
０

４
人
に
上
る
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
か
ら
の
転
落
と
、
自

室
で
の
首
吊
り
が
ほ
ぼ
半
数
ず

つ
だ
っ
た
。
子
ど
も
自
身
が
精

神
的
な
困
難
を
抱
え
て
い
た
ケ

ー
ス
も
半
数
以
上
と
多
い
。
更

に
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
心
理
・

医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
て

い
た
の
が
僅
か
２２
人
だ
っ
た
こ

と
だ
。
早
期
に
何
ら
か
の
支
援

が
あ
れ
ば
、
結
果
は
違
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
思
い

か
ら
、
私
た
ち
医
師
は
園
医
・

校
医
・
健
診
医
を
は
じ
め
患
者

家
族
・
子
・
孫
に
で
き
る
対
応

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

①
親
に
な
っ
た
ら
協
力
し
合

い
、
お
互
い
の
良
い
点
を
認

め
て
信
頼
感
を
育
て
、
二
人

で
子
ど
も
を
愛
し
慈
し
む

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
内
視
鏡
で
胃
炎
が
確
定

し
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
疑
い
の

所
見
も
あ
っ
た
た
め
、
迅
速
ウ

レ
ア
ー
ゼ
定
性
の
検
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
迅
速
ウ
レ
ア
ー
ゼ

定
性
が
Ｂ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

も
と
も
と
ネ
キ
シ
ウ
ム
（
Ｐ
Ｐ

Ｉ
製
剤
）
を
服
用
中
で
あ
っ
た
。

（
Ａ
）
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
診
断

検
査
は
静
菌
作
用
を
持
つ
薬
剤

を
投
与
し
て
い
る
患
者
に
対
し

て
は
、
当
該
薬
剤
の
中
止
ま
た

は
終
了
後
２
週
間
以
上
経
過
し

た
後
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
尿
素
呼

気
試
験
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
が
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ｑ
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
し

て
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料

を
算
定
し
て
い
る
患
者
に
対

し
、
医
師
が
院
内
で
骨
粗
鬆
症

に
対
し
て
プ
ラ
リ
ア
を
注
射
し

手
技
料
と
薬
剤
料
を
算
定
し
た

と
こ
ろ
、
プ
ラ
リ
ア
の
薬
剤
料

と
手
技
料
が
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
自
己
注
射
に
関
連
し
な

い
プ
ラ
リ
ア
の
コ
ス
ト
は
算
定

し
て
差
し
支
え
な
い
た
め
、
再

審
査
請
求
を
行
う
。

　

た
だ
し
、
在
宅
自
己
注
射
指

導
管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
患

者
は
緊
急
時
に
受
診
し
た
場
合

を
除
き
、
外
来
受
診
時
に
当
該

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
に
係

る
注
射
の
薬
剤
料
及
び
手
技
料

の
算
定
が
で
き
な
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

※
査
定
事
由
Ａ
～
Ｄ
概
要

Ａ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

適
応
と
な
ら
な
い
も
の

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

過
剰
・
重
複
と
な
る
も
の

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
医
学
的
に

保
険
診
療
上
適
当
で
な
い
も
の

Ｄ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要

件
に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

＊
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
つ
い
て
ご
相
談
さ
れ
る
際

に
は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お

手
元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

②
家
族
全
員
で
「
食
う
・
寝
る
・

出
す
」
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
、
親
か
ら
余
裕
を
持
ち
笑

顔
で
子
ど
も
に
接
す
る

③
子
ど
も
の
全
て
を
受
け
入
れ

る
覚
悟
を
持
ち
、
子
育
て
を

楽
し
む
姿
勢
で
子
ど
も
に
安

心
感
を
与
え
る

④
子
ど
も
の
良
い
点
を
五
つ
書

き
出
し
て
目
に
つ
く
場
所
に

貼
る
。
親
バ
カ
は
大
切
。
欠

点
は
意
識
下
に
置
く

⑤
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を

見
つ
け
て
育
て
る
。
ほ
め
て

伸
ば
し
、
夢
中
に
な
れ
る
こ

と
を
応
援
す
る

⑥
で
き
な
い
こ
と
は
待
つ
。
注

意
や
叱
責
は
最
小
限
に
し
褒

め
る
の
半
数
以
下
に
、
親
の

理
想
像
を
押
し
付
け
な
い

⑦
チ
ッ
ク
や
爪
か
み
な
ど
の
癖

は
心
の
サ
イ
ン
と
し
て
大
切

に
扱
い
、「
大
丈
夫
」
と
安

心
さ
せ
孤
立
感
を
減
ら
す

⑧
学
習
・
運
動
・
芸
術
・
造
形

な
ど
で
得
意
を
見
つ
け
、
夢

中
に
さ
せ
、
集
中
力
・
自
己

肯
定
感
を
高
め
る

⑨
何
と
し
て
も
不
慮
の
死
（
交

通
事
故
・
自
死
）
を
防
ぐ
。

子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
早
期
に
対
応
す
る
。
相
談

で
き
る
親
戚
・
友
人
・
公
的

機
関
を
予
め
想
定
し
て
お
く

◇

　

以
上
、
理
想
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
人
生
の
先

輩
と
し
て
、
生
ま
れ
た
時
か
ら

個
別
性
は
あ
っ
て
も
親
と
子
を

一
歩
ず
つ
応
援
す
る
こ
と
が
、

未
来
の「
子
育
ち
・
親
育
ち
」
に

繋
が
る
と
筆
者
は
信
じ
て
い
る
。

「
己
書
教
室
」

「
己
書
教
室
」

筆
ペ
ン
一
本
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
・

筆
ペ
ン
一
本
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
・

認
知
症
予
防
に
も

認
知
症
予
防
に
も

自
由
に
楽
し
く
味
の
あ
る
字
や

絵
を
描
く
、
自
分
だ
け
の
書
の

こ
と
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
加

え
、
指
先
を
動
か
す
こ
と
で
認

知
症
予
防
に
も
繋
が
る
と
さ

れ
、
介
護
施
設
等
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
味
の
あ

　

「
己
書
は
筆
ペ
ン
で
誰
で
も

楽
し
く
簡
単
に
味
の
あ
る
字
を

描
く
書
で
す
」
と
い
う
お
知
ら

せ
の
文
言
に
惹
か
れ
、
夫
を
無

理
や
り
？
誘
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。
小
学
生
の
頃
、
習
字
教
室

に
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
す
ぐ
に

辞
め
、
字
を
綺
麗
に
書
く
と
い

う
こ
と
に
関
心
を
持
て
な
い
ま

ま
、
達
筆
な
夫
を
持
ち
、
親
に

な
り
、
院
長
夫
人
と
い
う
立
場

に
お
か
れ
、
自
分
の
文
字
の
拙

さ
を
恥
じ
る
日
々
で
し
た
。
ど

こ
か
で
目
に
し
た
己
書
の
文

字
、
こ
ん
な
風
に
書
け
た
ら
楽

し
そ
う
だ
け
ど
難
し
い
か
な
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
が
最
初
に
「
人
と

比
べ
る
こ
と
な
く
、
書
き
方
や

文
字
の
書
き
順
に
も
と
ら
わ
れ

な
く
て
い
い
で
す
」
と
い
う
趣

旨
の
こ
と
を
話
さ
れ
、
気
が
楽

に
な
り
作
業
開
始
。
お
手
本
を

も
と
に
丸
を
描
く
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
ひ
ら
が
な
を
練
習
し
た

後
、
絵
を
添
え
た
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
最
後
に
葉

　

文
化
部
は
５
月
２３
日
、「
己

お
の
れ
し
ょ書

教
室
」
を
協
会
会
議
室
に
て
開

催
。
会
員
や
家
族
・
ス
タ
ッ
フ

ら
１６
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
己
書
道

場
・
上
席
師
範
の
牧
瀬
利
華
氏

が
務
め
た
。

　

己
書
は
、
筆
ペ
ン
を
使
っ
て

の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り

の
ほ
ほ
ん
と

藤
沢
市
　
山
﨑　

幸
子

参加記

る
字
を
書
く
コ
ツ
と
し
て
、
ぐ

る
ぐ
る
と
円
を
描
い
た
り
、
横

線
を
逆
書
き
す
る
独
特
の
筆
遣

い
を
練
習
。
そ
の
後
、
は
が
き

サ
イ
ズ
の
作
品
を
３
つ
完
成
さ

せ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
筆

ペ
ン
一
本
で
始
め
ら
れ
る
手
軽

さ
が
い
い
」
、
「
年
賀
状
を
己
書

で
書
い
て
み
た
い
」
等
と
好
評

だ
っ
た
。

書
に
清
書
し
、
用
意
さ
れ
た
台

紙
に
つ
け
る
と
、そ
れ
な
り
に

見
え
て
感
激
し
ま
し
た
。
年
賀

状
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
済
ま
す
時
代
に

逆
行
す
る
よ
う
な
時
間
の
中

で
、
自
分
な
り
に
満
足
で
き
る

作
品
が
で
き
、
新
た
な
世
界
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ネキシウム服用中
ピロリ菌の感染診断検査は？

医科・今月の査定相談事例医科・今月の査定相談事例

文化部 写真教室文化部 写真教室

主役を引き立てる主役を引き立てる
コツを解説コツを解説

　

文
化
部
は
５
月
２３
日
に
写
真
教
室
を
協
会
会
議
室
に
て
開
催

し
、
会
員
な
ど
６
名
が
参
加
し
た
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
作
品
や

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
を
一
人
１０
点
ほ
ど
持
ち
寄
り
、
講
師
の

榊
原
俊
寿
氏
（
二
科
会
写
真
部
・
プ
ロ
写
真
家
）
が
講
評
。
榊

原
氏
は
常
に
主
役
を
ど
の
よ
う
に
引
き
立
て
る
か
を
考
え
た
い

と
し
、
例
え
ば
、
桜
に
囲
ま
れ
た
メ
ジ
ロ
を
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

で
伝
え
る
た
め
、
ハ
イ
キ
ー
（
意
図
的
に
露
出
オ
ー
バ
ー
気
味
）

に
撮
影
す
る
な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
た
。

横
浜
市
緑
区

三
宅　

捷
太

作品とともに記念撮影

展示作品の一部

▲


